
• 2020年から腎生検を開始した

若い施設です！

• 年間250件程度（院内、院外受託含む）

• 小児例もあります

• 臨床科とのカンファレンスも

報告後すぐ随時開催しています

• 常勤での研修も可能です！

形態（腎臓内科・病理診断科の常勤として勤務など）は相談

してきめましょう

札幌徳洲会病院 病理診断科
北海道腎病理センター 柳内充 小川弥生

広大な自然をたのしみ、美味しいものを食べ、
大いに学び遊んでみませんか？

興味ある先生の応募をお待ちしております!



市立札幌病院 病理診断科 腎病理診断研修フェローシップ

・年間約1,000件の腎生検（移植腎約400件、自己腎約600件）
・年間約6,000件の各種組織診断
・年間約15件の病理解剖

◆ 上記の豊富な症例により、実践的な学習が可能です。過去の腎生検約30,000件のプレパラートと診断情報
が参照可能な環境にあり、端末を用いて臨床情報などを確認しながら学習することが可能です。

◆ カメラ付き顕微鏡、机、椅子、端末が提供される予定です。腎病理の教科書の閲覧も可能です。ただし、
顕微鏡の台数に限りがあるため、受け入れ可能な時期は例年1月から3月に絞られることが多いです。11
月頃にご相談いただければ、具体的な受け入れ時期についてご案内させていただきます。

◆ 業務の都合上、マンツーマンでの指導は限定的となりますことをご承知おきください。自分で標本、顕
微鏡、教科書を使って問題を明確化し、忙しいスタッフを捕まえて積極的に質問できるタフな方が向い
ていると思います。

◆ 過去に実習の受け入れの実績は少数ございます。5日間で、移植腎の代表的症例を120例経験して帰られ
たベテランの腎臓内科の先生もおられます。なお、特に病理の先生のお力になりたいと思っています。
周りに聞く人がおらず、腎生検診断・移植腎生検診断で悩んでいる病理の先生などは、ぜひご相談くだ
さい。

◆ ご興味をお持ちの方は、ご希望の研修内容や受け入れ時期について、11月頃よりお問い合わせください。

辻 隆裕
tsuji.takahiro@gmail.com





毎週金曜日の研修となります

 2024年の腎生検件数

腎臓内科：125件

泌尿器科（移植腎）：30件

腎臓内科症例は、毎週金曜日午後5時半からのカンファレンスで全例提示し

ています

コンサルテーション症例も適宜経験できます

メッセージ

診断をつけることにとどまらず、「この所見から何を考えるか」「所見のも

つ意味は何か」「この所見がどのように形成されるか」に重点を置いて共に

考える指導をしています。

神戸市市立医療センター中央市民病院

病理診断科

代表者氏名：原 重雄







代表者氏名：山下倫史

Cedars-Sinai Medical Center 
Los Angeles, CA, USA 

本院886床、腎移植年間約200例、腎移植外来患者約3,000人
腎生検年間3,900例、過去30年7万例、腎病理医6人
85％自己腎、15％移植腎
10％院内、90％院外

アメリカ西海岸最大の

症例数を誇る当院で、

典型的な症例から稀な

症例まで、最前線の腎

病理が学べます。
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